
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

３

予

想

答
案
用
紙
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 商  業  簿  記  
 

商・会 3 - 1   

問題 (25点) 

ＮＳ株式会社(以下、当社)の×25年度(×25年４月１日～×26年３月31日)に係る下記の資料にもとづき、次の

問に答えなさい。また、計算の過程で端数が生じた場合は、千円未満を四捨五入する。税効果会計を適用すると

きの法定実効税率は40％とし、繰延税金資産と繰延税金負債は相殺する。なお、資料に示した事項以外は考慮し

なくてよい。 

 

問１ 当期末(×25年度末)の貸借対照表を作成しなさい。 

問２ 決算整理前残高試算表における仕入勘定の金額を答えなさい。 

問３ 当期末(×25年度末)の損益計算書(売上総利益まで)を作成しなさい。 

 

[資料１] 前期末(×25年３月31日現在)の貸借対照表 

                     貸 借 対 照 表          
                     ×25年３月31日現在          (単位：千円) 

資    産 金  額 負債・純資産 金  額 

現 金 預 金 170,000 買 掛 金 70,000 

売 掛 金 117,600 未 払 費 用 1,250 

有 価 証 券 9,000 未 払 法 人 税 等 12,500 

商 品 33,600 資 本 金 300,000 

積 送 品 11,200 資 本 準 備 金 21,000 

試 用 品 7,000 利 益 準 備 金 36,604 

前 払 費 用 500 繰 越 利 益 剰 余 金 100,000 

建 物 178,000   

車 両 2,310   

投 資 有 価 証 券 12,144   

 541,354  541,354 

(注) １ 貸倒引当金：売掛金 2,400千円 

    ２ 減価償却累計額：建物 72,000千円、車両 17,690千円 

    ３ 経過勘定の内訳：前払費用(一般管理費)、未払費用(販売費)  

 

[資料２] 期中取引 

１ 現金預金の増減の内訳 

⑴ 現金預金の増加  ⑵ 現金預金の減少  

ａ 売掛金回収高 709,800千円 ａ 買掛金支払高 513,200千円

ｂ 配当金受取高 360  ｂ 国債購入高 4,800  

ｃ Ｂ社社債利札受取高 500  ｃ 法人税等納付高 22,500  

 ｄ 販売費支払高 30,000  

 ｅ 一般管理費支払高 40,000  

２ 商品売買に関する事項 

 ⑴ 当社は単一の商品につき一般販売のほか委託販売と試用販売を行っている。売価は販売形態を問わず共通

であり、１個当たり20千円である。値引きは一切ない。 

 ⑵ 当期の総仕入数量は37,000個(すべて掛け仕入)であり、このうち当期中に仕入先に対して200個の返品を行

い代金は買掛金と相殺している。なお、仕入単価は１個当たり14千円であり、前期・当期ともに同一であった。  

 ⑶ 一般販売について当期総販売数量は25,500個(すべて掛け売上)であり、このうち期中に300個の返品を受け

代金は売掛金と相殺している。 

 ⑷ 委託販売については、積送時に仕入勘定から積送品勘定に振り替え、売上計算書入手時に積送品勘定から

仕入勘定に振り戻している。なお、発送諸掛は販売費で処理する。 

当期中の積送高は7,000個、期中の売上計算書入手分は7,200個であり、期中の返品はなかった。 

また、受託者に支払う販売手数料(積送品売価の総額の５％)を差し引いた手取額を積送品売上(借方は売掛

金)に計上する。 
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問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

     
問１ 

  貸 借 対 照 表   

  ×26年３月31日現在 (単位：千円)  

 資 産 金  額 負債・純資産 金  額  

 現 金 預 金  買 掛 金   

 売 掛 金  ( )   

  貸 倒 引 当 金 △       未 払 金   

 有 価 証 券  未 払 費 用   

 商 品  未 払 法 人 税 等   

 積 送 品  繰 延 税 金 負 債   

 試 用 品  資 本 金  300,000  

 前 払 費 用  資 本 準 備 金 21,000  

 未 収 収 益  利 益 準 備 金 36,604  

 建 物  繰 越 利 益 剰 余 金   

 減価償却累計額 △       その他有価証券評価差額金   

 車 両  ( )   

 減価償却累計額 △          

 投 資 有 価 証 券     

 先 物 取 引 差 金     

      

 

問２ 決算整理前残高試算表の仕入勘定の金額  千円 

 

問３ 

損 益 計 算 書 

自×25年４月１日 至×26年３月31日              (単位：千円) 

Ⅰ 売   上   高      

 １ 一 般 売 上 高 ( )    

 ２ 積 送 品 売 上 高 ( )    

 ３ 試 用 品 売 上 高 ( ) (  ) 

Ⅱ 売 上 原 価      

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高 ( )    

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高 ( )    

    合    計 ( )    

 ３ 期 末 商 品 棚 卸 高 ( )    

    差    引 ( )    

 ４ 棚 卸 減 耗 損 ( )    

 ５ 商 品 評 価 損 ( ) (  ) 

    売 上 総 利 益   (  ) 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
第１問 

１  ２  ３  

４  ５    

 
第２問      財務諸表の計上額                   (単位：千円)  

 ×１年度 ×２年度  

繰延税金資産計上額    

 流動資産の部 ( ) (  ) 

 固定資産の部 ( ) (  ) 

繰延税金負債計上額    

 流動負債の部 ( ) (  ) 

 固定負債の部 ( ) (  ) 

法人税等調整額 ( ) (  ) 

法人税等調整額が貸方残高となる場合には金額の前に「△」を付し、空欄となる箇所には 

「 0 」と記入すること。 

第３問 

問１  決算整理前残高試算表 (単位：千円)  

 借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額  

 売買目的有価証券  Ｂ 商 品   

 Ａ 商 品  Ａ 商 品 売 買 益   

   有価証券運用損益   

 

損 益 計 算 書           (単位：千円) 

Ⅰ 売   上   高   (  ) 

Ⅱ 売 上 原 価      

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高 ( )    

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高 ( )    

    合    計 ( )    

 ３ 期 末 商 品 棚 卸 高 ( ) (  ) 

    売 上 総 利 益   (  ) 

Ⅳ 営業外収益      

  有 価 証 券 運 用 益   (  ) 

問２ 

  売買目的有価証券 (単位：千円) 

10/１ 現 金 預 金 (  ) ２/１ 現 金 預 金 (  )

12/１ 現 金 預 金 (  ) ３/31 次 期 繰 越 (  )

３/31 有価証券運用損益 (  )     

  (  )   (  )

 

  有価証券運用損益 (単位：千円) 

３/31 損 益 (  ) ３/31 売買目的有価証券 (  )

  (  )   (  )

 

工・原 3 - 3  
 

実際変動費(総額) 

直接材料費 12,762,000 円  5,714,000 円 

直接労務費 4,592,000 円  1,418,000 円 

製造間接費 3,607,000 円  1,137,000 円 

販売費 922,000 円  429,000 円 

 

３．固定費 

 製品Ｘ 製品Ｙ 

予算 実績 予算 実績 

個別固定費 620,000 円  615,000 円 785,000 円  826,000 円 

共通固定費 (予算) 2,880,000 円   (実績) 2,988,000 円 

 

４．その他 

月初、月末に仕掛品・製品の在庫はない。 

 

問１ 直接標準原価計算による2013年度５月度の予算営業利益を求めなさい。 

問２ 答案用紙の製品別実際損益計算書を完成しなさい。なお、標準原価差異は当月の損益とする。 

問３ 答案用紙の営業利益差異分析表を完成しなさい。なお、有利差異の場合には金額の前に「＋」、不利差異の

場合には金額の前に「△」を付すこと(以下の問についても同様)。 

問４ 問３の営業利益差異分析表における売上高販売数量差異について、セールス・ミックス差異(製品Ｘおよ

び製品Ｙの実際総販売数量を前提とした、予算販売構成割合と実際販売構成割合の差にもとづく売上高差

異)と総販売数量差異に分析しなさい。 

問５ 問４の総販売数量差異について、市場占拠率差異と市場総需要量差異に分析しなさい。なお、これらの両

差異は製品別ではなく、全社の総額を計算すること。 

問６ 製品Ｘは国内市場向けの製品であるが、製品Ｙは一部その仕様を変更して海外市場でも販売している(以下、

国内市場向けの製品Ｙを製品Ｙ-１、海外市場向けの製品Ｙを製品Ｙ-２とする)。そこで、次の追加資料にも

とづいて、問４の製品Ｙのセールス・ミックス差異について、さらに製品Ｙ-１と製品Ｙ-２のセールス・ミ

ックス差異(製品Ｙ-１および製品Ｙ-２の実際総販売数量を前提とした、予算販売構成割合と実際販売構成割

合の差にもとづく売上高差異)と製品Ｙ-１と製品Ｙ-２の総販売数量差異に分析しなさい。 

[追加資料] 

 製品Ｙ-１ 製品Ｙ-２ 

予算 実績 予算 実績 

生産・販売数量 162 個 245 個 18 個  105 個 

１個あたり標準変動販売費 800 円 1,800 円 

実際変動販売費(総額) 242,000 円 187,000 円 

(注１) 記載のない項目の金額については、上記[資料]の製品Ｙに関するデータと同一であるとする。 

(注２) 上記[資料]の製品Ｙの１個あたり標準変動販売費は、製品Ｙ-１と製品Ｙ-２の標準変動販売費を予算

上のセールス・ミックスにもとづいて加重平均した値であるとする。 

問７ 問６の前提のもとでは、問３で計算された製品Ｙに関する差異の一部(２つの項目)の金額が変化する。そ

の差異の名称と変化後の金額(製品Ｙ-１と製品Ｙ-２に関する差異の合計)を求めなさい。 
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処
理

 
～

正
常

仕
損

が
一

定
点

で
発

生
～

 

第
１

工
程

仕
掛

品
 

 原
  

   
  

9
3

5
,0

0
0

円

加
 

 
 
1

,1
1

8
,2

0
0

円

月
初

仕
掛

品
 2

,5
0

0
 k

g
   

( 
   

   
 k

g
)  

完
成

品
 

1
7

,0
0

0
 k

g
 
 

 原
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

  原
  

   
 7

,4
0

0
,0

0
0

円

加
  

  
2

1
,2

5
4

,4
0

0
円

 

 当
月

投
入

 2
0

,0
0

0
 k

g
 
  

( 
   

   
  k

g
)  

原
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

原
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

原
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円

正
常

仕
損

 

1
,5

0
0
 k

g
  

( 
   

   
 k

g
) 

異
常

仕
損

 

5
0

0
 k

g
  

( 
   

   
 k

g
) 

月
末

仕
掛

品
 3

,5
0

0
 k

g
 

( 
   

   
 k

g
) 

 

(１
) 

正
常

仕
損

費
 

( 
 

 
 

 
 

)円
＋

( 
 

 
 

 
 

)円
－

＠
5

4
.7

円
×

1
,5

0
0

㎏
＝

( 
 

 
 

 
 

)円
 

正
常

仕
損

品
原

価
 

 
 

 
 

 
 

 
 
正

常
仕

損
品

評
価

額
 

(２
) 

正
常

仕
損

費
の

配
賦

 

月
末

仕
掛

品
へ

の
配

賦
額

：
( 

 
 

 
 

 
 

)円
×

 
3

,5
0

0
 k

g

( 
 

 
 

) k
g
＋

3
,5

0
0
 k

g
 
＝

( 
 

 
 

 
 

 
)円

 

完
成

品
へ

の
配

賦
額

：
( 

 
 

 
 

 
 

)円
×

 
( 

 
 

 
) k

g

( 
 

 
 

) k
g
＋

3
,5

0
0
 k

g
 
＝

( 
 

 
 

 
 

 
)円

 

１
3

１
 

非
度

外
視

法
に

よ
る

正
常

仕
損

費
の

処
理

 
～

正
常

仕
損

が
平

均
的

に
発

生
～

 

正
常

仕
損

が
工

程
を

通
じ

て
平

均
的

に
発

生
し

た
場

合
、

正
常

仕
損

の
加

工
進

捗
度

は
5

0
％

と
み

な
さ

れ
る

た
め

、
正

常
仕

損
費

は
上

記
１

2
１

で
計

算
し

た
結

果
と

同
じ

で
す

。
 

 

正
常

仕
損

費
の

配
賦

 

月
末

仕
掛

品
へ

の
配

賦
額

：
( 

 
 

 
 

 
 

)円
×

 
2

,1
0

0
 k

g

( 
 

 
 

) k
g
＋

2
,1

0
0
 k

g
 
＝

( 
 

 
 

 
 

 
)円

 

完
成

品
へ

の
配

賦
額

：
( 

 
 

 
 

 
 

)円
×

 
( 

 
 

 
) k

g

( 
 

 
 

) k
g
＋

2
,1

0
0
 k

g
 
＝

( 
 

 
 

 
 

 
)円

 

      

 １
4

１
 

第
２

工
程

の
月

末
仕

掛
品

原
価

と
完

成
品

原
価

の
算

定
 

～
減

損
が

進
捗

度
に

応
じ

て
安

定
的

に
発

生
す

る
場

合
～

 

減
損

が
進

捗
度

に
応

じ
て

安
定

的
に

発
生

す
る

場
合

、
完

成
品

と
月

末
仕

掛
品

の
そ

れ
ぞ

れ
か

ら
ど

れ
く

ら
い

減
損

が
発

生
し

た
か

を
直

接
的

に
把

握
し

ま
す

。
 

正
常

仕
損

の
加

工
費

に
つ

い
て

の
完

成
品

換
算

量
は

、
仮

に
減

損
と

な
ら

な
か

っ
た

場
合

の
１２

 
と

し
て

計
算

し
ま

す
。

 

第
２

工
程

仕
掛

品
 

  前
  

   ( 
   

   
   

  
)円

加
 

 
1

5
,0

7
4

,4
0

0
円

 

 当
月

投
入

 

( 
   

   
 ) k

g
   

(
   

   
   

 k
g
) 

  

完
成

品
 

1
0

,8
0

0
 k

g
 
  

 

前
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
 

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
  

前
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
 

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
  

前
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
 

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
  

前
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
 

加
 
( 

 
 

 
 

 
 

)円
 

正
常

減
損

(完
成

品
分

) 

( 
   

   
) k

g
 

＊
１

( 
   

   
  k

g
)
＊

２

月
末

仕
掛

品
 2
,7

6
0
 k

g
   

( 
   

   
  k

g
)
＊

３

正
常

減
損

(月
末

仕
掛

品
分

)

( 
   

   
) k

g
 

＊
４

( 
   

   
  k

g
)
＊

５

＊
１

 
完

成
品

に
対

す
る

投
入

量
：

1
0

,8
0

0
㎏

÷
9

0
％

(歩
留

率
)＝

( 
 

 
 

 
)㎏

 

正
常

減
損

(完
成

品
分

)：
( 

 
 

 
 

)㎏
－

1
0

,8
0

0
㎏

＝
( 

 
 

 
 

)㎏
 

＊
２

 
( 

 
 

 
 

)㎏
×

 １２
 ＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
2

,7
6

0
㎏

×
( 

 
 

)％
(加

工
進

捗
度

)＝
( 

 
 

 
 

)㎏
 

＊
４

 
月

末
仕

掛
品

の
歩

留
率

：
1

0
0

％
－

( 
 

 
)％

(工
程

終
点

の
減

損
率

)×
( 

 
 

)％
(加

工
進

捗
度

)＝
( 

 
 

)％
 

月
末

仕
掛

品
に

対
す

る
投

入
量

：
2

,7
6

0
㎏

÷
( 

 
 

)％
(歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
 

)㎏
 

正
常

減
損

(月
末

仕
掛

品
分

)：
( 

 
 

 
 

)㎏
－

2
,7

6
0

㎏
＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
５

 
( 

 
 

 
)㎏

×
( 

 
 

)％
(加

工
進

捗
度

)×
 １２

 ＝
( 

 
 

 
)㎏
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合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 
 
 
 
ウ
ラ
予
想
 
原
価
計
算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
ウ

ラ
予

想
 

原
価

計
算

 

１
１

１
 

代
替

材
料

へ
の

切
替

え
の

可
否

(完
全

操
業

状
態

の
場

合
) 

全
体

の
流

れ
を

考
慮

し
て

、
次

の
よ

う
な

手
順

に
よ

る
と

ス
ム

ー
ス

に
解

答
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

１
．

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
労

務
費

か
ら

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
に

比
べ

て
、

材
料

β
を

使
用

す
る

と
直

接
作

業
時

間
が

( 
 

)

分
の

( 
 

)に
短

縮
さ

れ
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

β
を

使
用

す
れ

ば
材

料
α

を
使

用
す

る
場

合
と

比
較

し
て

( 
 

)倍
の

量
の

製
品

Ｘ
を

製
造

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
 

つ
ま

り
、

材
料

β
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

開
始

し
た

後
に

、
材

料
α

を
使

用
し

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
と

し
た

場
合

に
は

、
材

料
β

に
よ

る
製

品
Ｘ

の
製

造
を

( 
 

 
 

)個
犠

牲
に

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ２
．

本
問

で
は

、
完

全
操

業
状

態
の

も
と

で
製

品
製

造
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

( 
 

 
 

 
 

)と
( 

 
 

 
 

 
)は

、
そ

れ
が

変
動

費
で

あ
る

か
固

定
費

で
あ

る
か

に
か

か
わ

ら
ず

、
無

関
連

原
価

(埋
没

原
価

)と
な

り
ま

す
。

 

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
１

個
の

製
造

を
犠

牲
に

し
た

場
合

に
失

う
利

益
額

：
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
(＝

＠
( 

 
 

 
 

)円
(販

売
価

格
)－

＠
( 

 
 

 
 

)円
(材

料
β

の
購

入
価

格
))

 

 ３
．

材
料

α
は

今
後

も
3

,0
0

0
円

/
個

で
購

入
可

能
で

す
。

そ
の

た
め

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
の

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
材

料
費

よ

り
、

( 
 

)個
の

材
料

α
を

消
費

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

α
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

・
販

売
し

た
場

合
に

、
材

料
α

を
消

費
し

な
け

れ
ば

得
ら

れ
た

は
ず

の
材

料
α

の
売

却
収

入
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

1
,5

0
0

円
(材

料
α

の
売

却
価

格
)×

( 
 

)個
)と

な
り

ま
す

。
 

 ４
．

仮
に

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
の

製
造

・
販

売
を

開
始

し
た

後
に

、
在

庫
に

あ
る

材
料

α
を

用
い

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
こ

と
の

機

会
原

価
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

( 
 

 
 

 
)円

×
( 

 
 

 
)個

＋
( 

 
 

 
 

)円
)と

な
り

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
記

の
１

.と
２

.よ
り

 
 

 
 

 
上

記
３

.よ
り

 

 ５
．

Ａ
案

の
採

用
可

否
の

検
討

 

在
庫

に
あ

る
材

料
α

を
用

い
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

す
る

案
の

差
額

利
益

を
計

算
し

ま
す

。
 

差
額

収
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

(製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

) 

機
会

原
価

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

差
額

利
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

 ６
．

Ａ
案

が
有

利
と

な
る

た
め

の
製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
の

条
件

 

製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

を
Ｓ

と
お

く
と

、
 

(Ｓ
－

( 
 

 
 

 
)円

(材
料

β
の

購
入

価
格

))
×

( 
 

)個
＋

( 
 

 
 

 
)円

 
 

 
＜

 
 

 
 

Ｓ
 

 
 

機
会

原
価

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 差

額
収

益
 

∴
 

 
Ｓ

 
 

＜
 

 
( 

 
 

 
 

)円
 

 １
2

１
 

連
産

品
の

追
加

加
工

の
可

否
に

つ
い

て
の

意
思

決
定

 

１
．

各
製

品
の

追
加

加
工

に
よ

っ
て

増
加

す
る

収
益

の
計

算
 

(１
) 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

4
,5

0
0

円
(製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

 
)k

g
＊

２
×

0
.8

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ａ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

５
 ㎏

(連
産

品
Ａ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

 
)㎏

 

＊
３

 
＠

3
,0

0
0

円
(連

産
品

Ａ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.2
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

(２
) 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

8
,0

0
0

円
(製

品
Ｙ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

３
 ㎏

(連
産

品
Ｂ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

 ２
．

希
少

資
源

単
位

あ
た

り
の

利
益

 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.2

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.3

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

よ
っ

て
、
連

産
品

( 
 

)を
優

先
的

に
追

加
加

工
し

、
生

産
余

力
で

連
産

品
( 

 
)を

追
加

加
工

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ３
．

最
適

な
追

加
加

工
の

決
定

 

連
産

品
Ａ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

連
産

品
Ｂ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

 ４
．

差
額

原
価

収
益

分
析

 

(1
) 

連
産

品
Ａ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
 

 
連

産
品

Ａ
は

そ
の

全
量

が
追

加
加

工
さ

れ
る

た
め

、
上

記
１

.(
1

)と
同

じ
計

算
結

果
に

な
り

ま
す

。
 

(2
) 

連
産

品
Ｂ

の
追

加
加

工
に

よ
る
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